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２

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
は
、
居
住
環
境
向
上
用

途
誘
導
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
壁
面
の
位
置
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
建
築
物
の
地
盤
面
下

の
部
分
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
歩
廊
の
柱
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
き
、
当
該
壁
面
の
位
置
の

制
限
に
反
し
て
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

３

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
高
さ
は
、
居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
に
関
す

る
都
市
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
最
高
限
度
以
下
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
地
区
の
指
定
の
目
的
の
た
め
に
必

要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
条
例
で
、
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
三

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に

準
用
す
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
第
二
項
中
「
第
五
十
条
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
八
条
第
二
項
中
「
第
六
十
条
の
二
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
百
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
八
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
第
九
十

条
及
び
第
九
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三

十
四
条
第
八
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条

及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
（
第
一
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
施
行
の
日
前
に
都
市
再
生
特
別

措
置
法
第
八
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
に
係
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該
改
正
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
八
条
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
（
第
二
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
施
行
の
日
前
に
都
市
計

画
法
第
二
十
九
条
又
は
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
当
該
改
正
規
定
の
施
行

の
際
、
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
係
る
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
該
改
正
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
八
号
（
都
市
計
画
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施

行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（
屋
外
広
告
物
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
市
町
村
又
は
」
を
「
市
町
村
、」に
、「
市
町
村
（
」
を「
市
町
村
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法（
平

成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
再
生
整
備
計
画
に
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
市
町
村
（
」
に
改
め
る
。

（
都
市
緑
地
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
規
定
す
る
地
区
整
備
計
画
を
い
う
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、「
が
定
め
ら

れ
て
い
る
区
域
又
は
」
を「（
地
区
整
備
計
画
に
あ
つ
て
は
、
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
五
第
七
項
第
四
号
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。）が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
又
は
」
に
改
め
る
。

（
国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

司
法
書
士
法
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
六
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
七
十
九
号

司
法
書
士
法
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
司
法
書
士
法
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
九
号
）
附
則

第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

司
法
書
士
法
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
二
年
八
月
一
日
と
す
る
。

法
務
大
臣

三
好

雅
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
六
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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